
広報 2013

11/15
　●備えよう　風水害対策㊦
　●交通安全情報をメール配信します
　●親子で作ろう！「クリスマスケーキ」教室
　　　  　  

●冬期スポーツ教室受講者募集！
●肝炎ウイルス検診はお済みですか
●県下最低の投票率！   

 ・ ・ ・ ・ 2
　  ・ ・ ・ 3
       ・ 6

　   ・・・8
    ・ ・ 1 4  
・ ・ ・ ・ 1 6

日時　11月23日（土・祝）　10：00～15：00
場所　四番町スクエア、夢京橋キャッスルロード、
　花しょうぶ通り商店街　
　

　「ひこね丼」の誕生を祝う「ひ
こね丼誕生祭」と、地域創造事
業（※）の「ひこね甲

かっ

冑
ちゅう

祭」が
同時開催されます。
　イベント当日に、各会場（四番
町スクエア、夢京橋キャッスルロー

ド、花しょうぶ通り商店街）のいず
れかにお越しください。

※湖東定住自立圏の事業の 1つ。圏域内の団体の皆さんが、
イベントや事業の企画から実施まで、全て主催者として取

り組まれるものです。
問い合わせ先　ひこね丼祭実行委員会事務局（ 商工

課 内 ） ☎ 30-6119、FAX24-9676、 ひ こ ね 甲
冑祭実行委員会事務局（㈱四番町スクエア内）☎ 27-
7755、FAX27-7766

ひこね丼誕生祭
▶数種類の「ひこね丼」（写真はイメージです）を取りそ

ろえます。その場で作って販売したり、弁当を販売
したりします。（売り切れしだい終了）

　※四番町スクエアで販売します。

▶ 11月23日（土・祝）から各協力販売店で「ひこね丼
キャンペーン」を実施します。

ひこね甲冑祭（無料）
対象　原則として、甲冑・和服を着ている人（会場に

用意する赤い用紙でかぶとを作り、着用して参加すること

もできます）

▶参加者に配布する「甲冑手形」を持っ
て商店街を散策すると、登録の商店街
で各種サービスが受けられます。

▶商店街内にある３か所のチェックポイ
ントでは、甘酒などの提供があります。

▶全チェックポイントを通過した人に
は、先着順でひこにゃんオリジナル
グッズなどをお渡しします。

▲甲冑手形
　（イメージ）

ひこね丼誕生祭 ＆ ひこね甲冑祭
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た
い
場
合
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.jm
a.go/jm

a/
index/htm

l

）
や
滋
賀
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
土
木
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
（http://shiga-bousai.jp/

）

な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室

☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

１
７
７
７
番

11
月
29
日
㈮
は
緊
急
地
震
速
報
の
日

放
送
訓
練
を
し
ま
す　
　

□市
危
機
管
理
室

　

彦
根
市
で
は
、
気
象
庁
か
ら
緊

急
地
震
速
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、

即
座
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
、
皆

さ
ん
に
伝
え
る
シ
ス
テ
ム
を
運
用

交
通
安
全
情
報
を

メ
ー
ル
配
信
し
ま
す

　
　
　

□市
交
通
対
策
課

　

交
通
安
全
に
関
す
る
情
報
を

メ
ー
ル
で
配
信
し
ま
す
。
ご
利
用

い
た
だ
く
に
は
「
メ
ー
ル
配
信
シ

ス
テ
ム
」
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

す
で
に
、
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し

て
い
る
人
も
、
交
通

安
全
情
報
の
配
信
を

希
望
す
る
場
合
は
、

登
録
が
必
要
で
す
。

配
信
内
容

▼
交
通
事
故
に
関
す
る
情
報

　

市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
の

分
析
結
果
、
事
故
防
止
の
注
意

点
な
ど

▼
交
通
安
全
運
動
な
ど
に
関
す
る

情
報

運
動
の
期
間
、
取
り
組
み
の
重

点
な
ど

▼
交
通
死
亡
事
故
多
発
注
意
報

彦
根
警
察
署
長
が
発
令
し
、
市

長
か
ら
の
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
配
信

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
の

登
録
方
法

①
携
帯
電
話
な
ど
か
ら
、

　

touroku@
hikone-city.jp

に

空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。

②
登
録
画
面
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
入
り
メ
ー

ル
が
返
信
さ
れ
る
。

③
登
録
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
信

　

希
望
の
情
報
を
登
録
す
る
。

備
え
よ
う

　
風
水
害
対
策
㊦

　

近
年
、
地
球
環
境
の
変
化
や
異

常
気
象
に
よ
り
、
洪
水
や
土
砂
災

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
９
月
15
日
か
ら
同
16
日
に

か
け
て
、
台
風
18
号
に
よ
る
豪
雨

災
害
が
京
都
府
や
滋
賀
県
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。　

　

彦
根
市
で
は
、
大
き
な
被
害
は

発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
内

を
流
れ
る
芹
川
、
犬
上
川
、
愛
知

川
の
３
河
川
は
、「
氾
濫
危
険
水

位
」
を
越
え
る
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
河
川
や
気
象
の
状
況
な
ど
か

ら
、
彦
根
市
は
市
内
の
約
半
数
近

く
の
世
帯
に
「
避
難
指
示
」
を
発

令
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
災
害
に
よ
っ
て
、

危
険
が
迫
っ
た
場
合
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
、
避
難
情
報
（
左
欄
参
照
）
を
発

令
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

避
難
情
報
の
種
類
ご
と
の
違
い

を
あ
ら
か
じ
め
理
解
し
て
お
く
こ

と
が
「
自
ら
の
身
を
守
る
」
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

避
難
情
報
が
出
さ
れ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
避
難
の
準
備
や
避
難
を

し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、危
険
を
感
じ

た
と
き
は
避
難
情
報
を
待
つ
こ
と

な
く
、
自
主
的
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

市
内
の
避
難
所

　

３
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
の
と
お
り
。

※
こ
の
一
覧
表
は
、
小
学
校
区
ご

と
に
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
実

際
の
避
難
に
は
、
学
区
内
の
施

設
に
限
ら
ず
、
災
害
状
況
に
応

じ
て
最
も
近
く
て
安
全
な
施
設

へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

気
象
情
報
の
確
認

　

風
水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
気
象
情
報
を
こ
ま
め
に
確
認

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放

送
か
ら
、
市
内
の
気
象
情
報
や
河

川
の
水
位
情
報
な
ど
が
確
認
で
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
詳
し
い
情
報
を
入
手
し

意
見
公
募
手
続
制
度

結
果
の
お
知
ら
せ

意見の件数　　　　　　　　0 件
問い合わせ先　 清掃センター
　☎ 22-2734、FAX24-7787

彦根市廃棄物の処理および
清掃に関する条例（素案）

避難準備情報　災害時要援護者など、特に避
難行動に時間を要する人が、避難行動を開
始しなければならない状況であり、人的被
害が発生する可能性が高まった場合に発令。
避難行動に時間を要する人は、避難行動を
開始してください。

避難勧告　通常の避難行動ができる人が、避
難行動を開始しなければならない段階であ
り、人的被害が発生する可能性が明らかに
高まった場合に発令。避難行動ができる人
は、計画された避難場所に避難を開始して
ください。

避難指示　堤防の隣接地など地域の特性や現
在の切迫した状況などから、人的被害の発
生する危険性が非常に高いと判断された場
合に発令。まだ避難していない人は、直ち
に避難してください。避難できない場合は、
命を守る最低限の行動（※）を取ってくだ
さい。

風水害時の避難情報

し
て
い
ま
す
。

　

11
月
29
日
㈮
は
「
緊
急
地
震
速

報
の
日
」
と
し
て
、
全
国
的
に
さ

ま
ざ
ま
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

彦
根
市
で
も
次
の
よ
う
な
放
送

訓
練
を
行
い
ま
す
。
実
際
の
緊
急

情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

理
解
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

放
送
日
時　

11
月
29
日
㈮　

午
前

10
時
15
分

放
送
対
象　

市
内
69
施
設
の
館
内

放
送
、
Ｆ
Ｍ
ひ
こ

ね
の
ラ
ジ
オ
放
送

放
送
内
容

　
「（
サ
イ
レ
ン
音
）」

「
訓
練
放
送
で
す
。

地
震
速
報
、
揺
れ
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
」（
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
数
回

繰
り
返
さ
れ
ま
す
）

　　

Ｆ
Ｍ
ひ
こ
ね
（
78
・
２
メ
ガ
ヘ
ル

ツ
）
は
、
彦
根
市
の
災
害
用
ラ
ジ

オ
と
し
て
、
災
害
時
に
は
緊
急
情

報
や
、
市
内
の
状
況
な
ど
が
放
送

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
庭
で
も
Ｆ
Ｍ

ひ
こ
ね
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
聞
い
て
、

緊
急
地
震
速
報
が
流
れ
た
と
き
の

行
動
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

放
送
さ
れ
る
施
設
な
ど
、
放
送

訓
練
の
詳
細
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室

☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

１
７
７
７
番

※命を守る最低限の行動　危険な状況の中での
避難はできるだけ避け、安全の確保を最優
先してください。危険が切迫している場合
は、指定された避難場所への移動ではなく、
命を守る最低限の行動が必要な場合もあり
ます。浸水による建物倒壊の危険がないと
判断される場合には、自宅や近隣建物の２
階以上へ緊急的に避難し、救助を待つこと
も検討してください。

　（例）　▶夜間や急激な降雨で避難路上の危険
箇所が分かりにくい場合　▶ひざ上まで
浸水していたり、浸水の深さは 20㎝程度
だが、水の流れる速度が速い場合

④
登
録
完
了
の
メ
ー
ル
が
返
信
さ

れ
る
。

※
バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機
能
付

き
携
帯
電
話
は
、

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
も
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

交
通
安
全
情
報
に
つ
い
て

交
通
対
策
課
☎
30-
６
１

３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-
８
５

１
７
番

　

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

危
機
管
理
室
☎
30-

６
１

５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

１
７

７
７
番

市内の避難所　一覧表
▲台風 18 号で増水した愛知川（葉枝見橋付近）
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ご
協
力
く
だ
さ
い

住
生
活
総
合
調
査　
　

□市
住
宅
管
理
室

　

滋
賀
県
で
は
、
市
町
の
協
力
の

も
と
、
12
月
１
日
を
調
査
期
日
と

し
て
「
住
生
活
総
合
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、住
生
活
の
安
定
・

向
上
に
係
る
総
合
的
な
施
策
を
推

進
す
る
上
で
必
要
と
な
る
基
礎
資

料
を
得
る
た
め
に
、
居
住
環
境
を

含
め
た
住
生
活
全
般
に
関
す
る
実

態
や
居
住
者
の
意
向
・
満
足
度
を

総
合
的
に
調
査
す
る
も
の
で
す
。

県
下
一
斉
清
掃
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

　
　
　

□市
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

滋
賀
県
で
は
、
環
境
保
全
の
意

識
の
高
揚
を
目
的
と
し
て
、
12
月

１
日
を
「
環
境
美
化
の
日
」
と
定

め
て
い
ま
す
。
こ
の
「
環
境
美
化

の
日
」
に
あ
わ
せ
て
、
県
内
各
地

で
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い

（
事
前
申
込
不
要
）。　

※
小
雨
決
行
。
雨
天
中
止
の
場
合

は
、
午
前
７
時
に
決
定
し
ま
す
。

日
時　

11
月
30
日
㈯　

午
前
８
時

30
分
（
開
会
式
）
〜
同
11
時

※
開
会
式
終
了
後
に
、
清
掃
活
動

を
行
い
ま
す
。

受
付
場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ

ザ
（
野
瀬
町
）
駐
車
場
（
西
側
）

清
掃
場
所　

犬
上
川
左
岸
の
千
鳥

橋
（
国
道
８
号
）
〜
犬
上
川
橋

（
湖
岸
道
路
）、
犬
上
川
右
岸
の
春

日
大
橋
〜
犬
上
川
橋

注
意
事
項　

活
動
に
適
し
た
服
装

　

で
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
雨
具
、

軍
手
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
回

収
袋
な
ど
は
主
催
者
が
準
備
し

ま
す
。
参
加
者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
に
加
入
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

人権に関わる相談は人権擁護委員へ
　
　人権に関する問題で、相談する相手がなくて
困ったという経験はありませんか。そんなときに
は、人権擁護委員が相談に応じます。
　いじめや体罰、児童虐待な
どの子どもの人権や、配偶者・
パートナーからの暴力などの
女性の人権をはじめ、あらゆる
差別問題や家庭内、職場内、隣
近所での問題などについて相
談を受け付けています。
　市内の人権擁護委員は、次の皆さんです（11月
15日現在、50音順）。

　
「
人
権
と
は
、人
間
が
幸
せ
に
生

き
て
い
く
権
利
で
、
す
べ
て
の
人

が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る

基
本
的
な
権
利
で
す
」（
彦
根
市
人

権
尊
重
都
市
宣
言
か
ら
）。

　

部
落
差
別
、男
女
差
別
、外
国
人

差
別
、
障
害
者
差
別
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
、
み

ん
な
が
明
る
く
暮
ら
せ
る
社
会
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
周
り
の
人
の
人
権
を

尊
重
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。

　
「
人
権
週
間
」
を
機
会
に
、
家

庭
で
、
職
場
で
、
学
校
で
、
地
域

で
、
家
族
と
、
友
達
と
、
み
ん
な

と
、
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
人
権
週
間
の
強
調
事
項

は
次
の
と
お
り
で
す
。

人
権
週
間
の
強
調
事
項

▼
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

▼
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

         

第
65
回
人
権
週
間

      

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー

　　

彦
根
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
や
、
人
権
ク
イ
ズ

大
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る

君
」「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ

ん
」
の
ほ
か
に
、
ひ
こ
に
ゃ

ん
も
登
場
し
ま
す
。

日
時　

12
月
１
日
㈰　

午
後

２
時
〜
同
３
時

場
所　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根

（
竹
ケ
鼻
町
）
セ
ン
タ
ー
プ

ラ
ザ

第
65
回
人
権
週
間　

12
月
４
日
〜
同
10
日

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
〜

▼
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

▼
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会

　

参
加
を
進
め
よ
う

▼
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
そ
う

▼
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

▼
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

▼
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政

策
課
☎
30-

６
１
１
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
７
７
番

人権尊重と部落解放をめざす　
県民のつどい

　人権尊重と部落解放を目指して、学習と活
動の輪を広め、連帯を深め合います。
日時　12月8日㈰　10：15～15：00
場所　滋賀県立文化産業交流会館（米原市）

主な内容　
　▶スタジオ RISE　ストリートダンス

▶意見発表　稲田彩香さん（立命館守山中学校 3 年）

▶パネルディスカッション
　 　「わたしも“自分”で学校に通いたい !!
　　　～自主通学を保障する取り組み～」
　▶記念講演　乙

おと

武
たけ

洋
ひろ

匡
ただ

さん（作家）

　 　「みんなちがってみんないい」
　▶人権ラブソングフェスティバル、県内人
　　権センター展、物産展
費用　無料
※会場へは公共交通機関をご利用ください。

▼
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

▼
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

▼
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う
▼
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

▼
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

▼
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

▼
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

▼
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人

権
問
題
に
取
り
組
も
う

彦
根
市
立
高
宮
小
学
校

場
所　

高
宮
町
２
４
４
７
番
地

創
立　

明
治
５
年

児
童
数　

４
６
８
人（
平
成
25
年
４
月
）

教
育
目
標　

｢

人
間
尊
重
の
精
神
を
基

盤
に
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き

る
子
ど
も
の
育
成
」

　

学
校
の
正
門
を
入
る
と
、
左
側
に
大

き
な
「
く
す
の
木
」
が
あ
り
ま
す
。
毎
年

新
入
生
と
卒
業
生
が
、
こ
の
木
の
下
で

「
毎
日
元
気
に
学
校
に
行
き
ま
す
」
な
ど

の｢

樹じ
ゅ

下か

の
誓ち

か

い｣

を
み
ん
な
で
立
て

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
毎
日
そ
っ
と
見

守
っ
て
く
れ
て
い
る
大
切
な
木
で
す
。

　

地
域
と
の
交
流
で
は
、
高
齢
者
を
学

校
に
招
い
て｢

わ
く
わ
く
交
流
会｣

を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
カ
ロ
ム
を
し

た
り
、
高
宮
音
頭
や
将
棋
な
ど
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
に
は
、
日く

さ

下か

部べ

鳴め
い

鶴か
く

が
書
い
た

書
が
飾
っ
て
あ
る
体
育
館
で
、
書
き
初

め
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
寒
い
中
で

す
が
、
今
年
に
か
け
る
思
い
を
画
仙
紙

に
力
一
杯
表
現
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３
番
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

▲樹下の誓い▲わくわく交流会▲書き初め会

　

統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た
調
査

員
が
、
対
象
と
な
っ
た
世
帯
を
訪

問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

主
な
項
目

▼
現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
お
よ
び

そ
の
ま
わ
り
の
環
境
の
評
価
に

つ
い
て

▼
最
近
の
居
住
状
況
の
変
化
に
つ

い
て

▼
住
宅
の
住
み
替
え
・
改
善
の
意

向
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
先　

住
宅
管
理
室

☎
30-

６
１
２
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

湖東地域環境シンポジウム

　身近な地域の環境への関心を高めていただき、環境
保全活動の取り組みの輪を広げましょう。
日時　12月7日㈯　10：30 ～ 16：00（受付 10：00 ～）

場所　ビバシティ彦根（竹ケ鼻町）２階研修室
内容
　午前の部　 よし笛ミニコンサート、 湖東地域の「カ

タツムリ調査」優秀賞の表彰、講演「身近な生き
ものを調べることの大切さ」

　午後の部　エコキャンドルづくり、よし笛づくり、省
　　エネ実験、水質の簡易測定
展示　湖東の環境活動展（１階センター

モール　12月3日㈫～同９日㈪）

※ 12月8日㈰ 13：00 ～ 16：00 に、小
学生を対象に「買い物ゲーム」をします。

問い合わせ先　環境フォーラム湖東事務局（ 湖東環境
事務所内）☎ 27-2255、FAX27-1688
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ぽ
っ
か
ぽ
か
ひ
ろ
ば

お
や
こ
で
た
い
そ
う

〈
内
容
〉体
操
を
通
じ
て
親
子
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
そ
し

て
友
達
も
作
り
ま
し
ょ
う
。　
〈
日

時
〉
11
月
21
日
㈭　

午
前
10
時
〜

同
11
時
（
受
付    

午
前
９
時
45
分
〜
）　

〈
場
所
〉
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
平

田
町
）
別
館
２
階　
〈
対
象
〉
２

〜
３
歳
前
後
の
幼
児
と
保
護
者　

〈
定
員
〉
30
組
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉

２
０
０
円
（
保
険
代
を
含
む
）　
〈
託

児
〉
子
ど
も
１
人
２
０
０
円　

※

会
員
は
無
料　
〈
申
込
期
限
〉
11

月
20
日
㈬　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
彦
根
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

３
９
２
０
番

市
場
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

魚
の
さ
ば
き
方
教
室

〈
内
容
〉
　

タ
イ
、
サ
バ
、
ア
ジ
を
３

枚
に
お
ろ
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉11

月
30
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
同

４
時
頃　
〈
場
所
〉
　

中
地
区
公
民

館
（
大
藪
町
）
調
理
実
習
室　

 

〈
定

員
〉
　

20
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　
〈
費
用
〉
　

千
円　
〈
申
込
期

限
〉11
月
25
日
㈪
（
必
着
）　
〈
持
ち

物
〉
　

出
刃
包
丁
、
刺
身
包
丁
、
ウ

ロ
コ
取
り
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

持
ち
帰
り
用
の
容
器　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
総
合
地
方

卸
売
市
場
㈱
（
〒
５
２
９-

１
１
５
２　

安
食
中
町
３
２
７
「
市
場
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
係
」）
☎
25-

２
５
１
８
番　

※

は
が
き
に
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢

④
性
別
⑤
電
話
番
号
を
書
い
て
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

親
子
冬
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
親
子
で
作
ろ
う
！
ク
リ
ス

マ
ス
ケ
ー
キ
」
教
室

〈
内
容
〉
親
子
が
一
緒
に
な
っ
て

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。

こ
の
体
験
を
通
じ
て
、
手
作
り
の

楽
し
さ
を
知
り
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
日
時
〉
12
月
21
日
㈯　

午
前
９

時
30
分
〜
正
午　
〈
場
所
〉
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

（
平
田
町
）
調
理
実
習
室　
〈
対
象
〉

市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者　

〈
定
員
〉
16
組　
〈
費
用
〉
１
組
１
、

５
０
０
円
（
受
講
料
５
０
０
円
、材
料

費
１
、
０
０
０
円
）　
〈
申
込
期
限
〉

12
月
３
日
㈫
（
必
着
）　

※
申
込
者

多
数
の
場
合
は
公
開
抽
選
（
12
月

４
日
㈬
午
前
10
時
〜
、「
ウ
ィ
ズ
」
の
会

議
室
）
を
行
い
ま
す
。　
〈
託
児
〉

０
歳
〜
就
学
前　

※
１
人
２
０
０

円
、
要
事
前
申
込　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
〒
５
２
２-

０

０
４
１　

平
田
町
６
７
０
）
☎
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
往
復
は

が
き
の
往
信
の
裏
面
に
①
受
講
希

望
講
座
名
②
受
講
者
氏
名（
親
子
の

ふ
り
が
な
）③
在
籍
小
学
校･

学
年

④
郵
便
番
号
⑤
住
所
⑥
電
話
番
号

（
あ
れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
⑦
託
児
希
望

が
あ
れ
ば
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
と
生

年
月
日
を
、
返
信
の
表
面
に
、
①

住
所
②
氏
名
を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
こ
ね
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
夢
畑
」
出
店
者

〈
日
時
〉12
月
15
日
㈰　

午
前
９
時

〜
正
午　
〈
場
所
〉彦
根
総
合
地
方

卸
売
市
場
（
安
食
中
町
）　

※「
日
曜

市
」
の
会
場
内
で
開
催
し
ま
す
。　

〈
出
店
料
〉
１
ブ
ー
ス
５
０
０
円　

〈
申
込
方
法
〉
往
復
は
が
き
の
往

信
の
裏
面
に
①
住
所
②
氏
名
③
電

話
番
号
④
出
店
品
目
⑤
人
数
⑥
出

店
希
望
日
を
、
返
信
の
表
面
に
①

住
所
②
氏
名
を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
、

エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
夢
畑
」（
〒
５

２
２-

０
０
０
４　

鳥
居
本
町
１
２
７

８-

９
）
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。　

〈
申
込
期
限
〉
12
月
６
日
㈮
（
必
着
）
　

〈
そ
の
他
〉出
店
数
は
30
ブ
ー
ス
で

す
。　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
生
活

環
境
課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

冬
休
み
期
間
中
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

〈
内
容
〉
冬
休
み
期
間
中
も
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
人
は
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。　
〈
開
設
日
〉
12

月
24
日
㈫
〜
平
成
26
年
１
月
６
日

㈪
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

30
分
（
12
月
30
日
㈪
〜
平
成
26
年
１

月
３
日
㈮
と
日
曜
日
を
除
く
７
日
間
）　

〈
対
象
〉仕
事
な
ど
で
昼
間
に
保
護

者
が
保
育
で
き
な
い
、
原
則
と
し

て
小
学
１
〜
３
年
生
の
児
童　

※

定
員
を
上
回
っ
て
い
る
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
で
は
募
集
を
行
い
ま
せ

ん
。
募
集
の
有
無
は
、

教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
か
、
各
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　
〈
費
用
〉１
人
３
千
円

（
学
級
費
は
含
み
ま
せ
ん
）　
〈
申
込

用
紙
配
布
開
始
日
〉
11
月
15
日
㈮　

〈
申
込
期
間
〉 

11
月
15
日
㈮
〜
同

28
日
㈭　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
☎
24-

７

９
７
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９

０
番　

※
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
就
労
証
明
書
な
ど
を
添

付
の
う
え
、
各
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

彦
根
藩
３
つ
の
大
名
庭
園

「
紅
葉
の
大
名
庭
園
を
巡
る
」

〈
内
容
〉
紅
葉
で
色
づ
く
、
彦
根

城
表
御
殿
庭
園
（
彦
根
城
博
物
館
）・

名
勝
玄
宮
楽
々
園
・
名
勝
旧
彦
根

藩
松
原
下
屋
敷
（
お
浜
御
殿
）庭
園

を
見
学
し
ま
す
。
各
庭
園
の
歴
史

や
見
方
を

教
育
委
員
会
文
化
財

課
の
職
員
が
解
説
し
ま
す
。　
〈
日

時
〉
12
月
１
日
㈰　

午
後
１
時

〜
同
３
時
30
分　

※
小
雨
決
行　

〈
集
合
場
所
〉
彦
根
城
博
物
館
前

（
金
亀
町
）　
〈
対
象
〉
小
学
生
以
上　

〈
定
員
〉
50
人（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉

１
０
０
円（
資
料
代
）　

※
見
学
時

に
、
各
施
設
へ
の
入
場
料
は
不
要

で
す
。　
〈
申
込
期
間
〉11
月
15
日

㈮
〜
同
29
日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
文
化
財

課
☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

５
８
９
９
番　

※
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度

市
立
幼
稚
園
入
園
申
込
の

受
付

〈
対
象
〉▼
３
歳
児
＝
平
成
22
年
４

月
２
日
か
ら
同
23
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児　

▼
４
歳
児

＝
平
成
21
年
４
月
２
日
か
ら
同
22

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼

児　
〈
募
集
人
員
〉左
表
の
と
お
り

〈
応
募
資
格
〉本
人
と
保
護
者
が
市

内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
（
平
成

26
年
４
月
１
日
ま
で
に
市
内
に
居
住
す

る
こ
と
が
確
実
な
場
合
を
含
み
ま
す
）

〈
入
園
申
込
書
の
交
付
〉
▼
期
間　

11
月
15
日
㈮
〜
12
月
２
日
㈪　

午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）　

▼
場
所　

入
園
を

希
望
す
る
幼
稚
園
、
支
所
、
各
出

張
所
、

教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
（
市
民
会
館
２
階
）　
〈
入
園
申
込

の
受
付
〉
▼
期
間　

11
月
25
日
㈪

〜
12
月
２
日
㈪　

午
後
１
時
〜
同

４
時
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）　

▼
場

所　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園

※
入
園
申
込
書
と
、
連
絡
用
封
筒

（
保
護
者
の
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
、
80

円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
１
枚
）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
入
園
申
込
書

の
提
出
は
、
入
園
を
希
望
す
る
幼

児
１
人
に
対
し
て
、
市
立
幼
稚
園

１
園
で
す
。　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
☎

24-

７
９
７
３
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-
９

１
９
０
番

彦
根
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

提
供
会
員
講
習
会

〈
内
容
〉子
ど
も
を
預
か
る
な
ど
子

育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ

け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会

員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
講
習
会
で
す
。
講
習
内
容
は

「
救
急
救
命
」「
子
ど
も
の
安
全
」

「
人
権
学
習
」
で
す
。　
〈
日
時
〉

12
月
６
日
㈮　

午
前
９
時
〜
午
後

３
時
５
分
（
受
付
午
前
８
時
45
分
〜
）　

〈
場
所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）　
〈
費

用
〉
無
料　
〈
申
込
期
間
〉
11
月
15

日
㈮
〜
12
月
５
日
㈭　
〈
託
児
〉あ

り
ま
す
（
要
事
前
申
込
）　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
９
２
０
番

平成 26 年２月２日㈰（予選は２月１日㈯）
会場　ひこね市文化プラザ

ＮＨＫのど自慢　出場者・観覧者　募集
▶出場者

〈対象〉15歳以上のアマチュアの人（中学生は出場で
きません）で、平成26年２月１日㈯の予選会に出場
できる人　※予選を通過した場合は、２月２日㈰も
出場できる人　〈定員〉250 組　〈応募期限〉12月
18日㈬（必着）　〈その他〉応募は１人（１組）１通
に限り、グループで申し込む場合は、出場者全員の
名前・性別・年齢・職業を書いて、代表者が申し込
んでください。応募者多数の場合は選出します。詳
細は、ＮＨＫ大津放送局のホームページ（http://www.
nhk.or.jp/otsu）でご確認ください。　〈応募・問い合
わせ先〉ＮＨＫ大津放送局「ＮＨＫのど自慢」出場
係（〒 520-0806　大津市打出浜３-30）☎ 077-522-
5101（祝日を除く、月～金曜日　10：00～18：00）　※
往復はがきの往信の裏面に①郵便番号②住所③名前

（ふりがな）④年齢⑤性別⑥電話番号⑦職業（高校生・
大学生は部活動なども書いてください）⑧歌う曲名とその
歌手名⑨選曲理由を、返信の表面にも郵便番号、住
所、名前をそれぞれ書いて送付してください。
▶観覧者

〈応募期限〉12月26日㈭（必着）　〈その他〉当選は
がき１枚で２人が入場できます。応募者多数の場合
は抽選します。　〈応募・問い合わせ先〉ひこね市文
化プラザ「ＮＨＫのど自慢」観覧係（〒 522-0055　
野瀬町 187-4）☎ 26-8601　※往復はがきの往信の
裏面に①郵便番号②住所③名前（ふりがな）④電話番
号、返信の表面にも郵便番号、住所、名前をそれぞ
れ書いて送付してください。　　

▲出演予定の八代亜紀 さん（左）、福田こうへい さん
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や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
館
（
宅
老
所
）

　
「
地
域
の
中
で
、気
軽
に
人
と
交
わ
り
た
い
」。「
や
す

ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
館
」
は
、
そ
ん
な
願
い
を
持
つ
高
齢

者
の
た
め
に
、
市
内
の
11
か
所
で
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
家
な
ど
既
存
の
建
物
を
改
修
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
中
心
に
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
、
お

し
ゃ
べ
り
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
気
軽
に
過
ご
せ
る
場
所

で
す
。
彦
根
市
で
は
、
各
小
学
校
区
に
「
や
す
ら
ぎ
ふ

れ
あ
い
の
館
」
の
開
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
開
設
・
運

営
に
対
し
て
の
補
助
制
度
（
左
表
）
も
あ
り
ま
す
。

補
助
を
受
け
る
た

め
の
要
件　

①
対

象　

社
会
福
祉
法

人
、
医
療
法
人
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど　

②
継
続
し

て
運
営
で
き
る
こ

と　

③
未
開
設
の

小
学
校
区
へ
の
開

設
を
優
先
し
ま

す
。　

▼
未
開
設

の
小
学
校
区　

鳥

居
本
、佐
和
山
、旭

森
、
城
南
、
亀
山
、

稲
枝
北
、
稲
枝
東
、

稲
枝
西

問
い
合
わ
せ
先

介
護
福
祉
課
☎

23-

９
６
６
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７

６
８
番
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※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

102013・11・15

※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

　錦秋の玄宮園ライトアップ
（夜間特別公開）

　玄宮園は、江戸時代初期を代表する「池
ち

泉
せん

回
かい

遊
ゆう

式庭園」を現代に伝える名
園で、唐（中国）の時代の玄

げん

宗
そう

皇帝の離宮になぞらえて
いるものです。
　秋色に染まる夜の玄宮園
は、昼とはまた別の表情を
見せ、池に映る紅葉はすば
らしい眺めです。

期間　11月15日㈮～ 12月1日㈰
　18：00 ～ 21：00（入場は 20：30 まで）

場所　玄宮園（金亀町）

入場料　大人500円、小・中学生200円
※昼間の彦根城・玄宮園の観覧券や、市民無料観

覧券では入場できません。
問い合わせ先　公益社団法人彦根観光協会
　☎ 23-0001、FAX26-1919

期
間　

11
月
23
日
（
土
・
祝
）
〜
12
月
１

日
㈰　

期
間
中
無
休

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
入
園
は

午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場
所　

松
原
町
５
１
５
（
彦
根
港
近
辺
）

そ
の
他

▼
公
開
は
庭
園
の
み
で
、
建
物
内
は
入

れ
ま
せ
ん
。

▼
説
明
が
必
要
な
団
体
は
、
事
前
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
琵
琶
湖
側

臨
時
駐
車
場
（
無
料
）
に
駐
車
し
て
く

　

だ
さ
い
。

▼
庭
園
内
で
、
喫
煙
・
飲
食
・
火
気
使

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
飼
い
犬
・
飼
い
猫
は
、
管
理
者
が
責

任
を
持
っ
て
管
理
し
て
入
園
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
庭
園
内
に
は
便
所
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
彦
根
港
公
衆
便
所
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化

財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

５
８
９
９
番

紅
葉
の
名
勝
を
特
別
公
開
（
無
料
）

  

旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷
（
お
浜
御
殿
）
庭
園
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※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

122013・11・15

※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。
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森も
り

　
哲て

っ

平ぺ
い

ち
ゃ
ん

（
西
沼
波
町
）

羽は

座ざ

岡お
か

美み

空そ
ら

ち
ゃ
ん

（
西
今
町
）

磯い
そ

畑は
た

希き

帆ほ

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

引っ越します

　平成 26 年 1 月から、 健康推進
課が「彦根市保健・医療複合施設（市
立病院の敷地内）」に移転します。
　各サービスをご利用の際は、会場
をご確認のうえ、お越しください。

12
月
完
成　

彦
根
市
保
健
・
医
療
複
合
施
設

（
八
坂
町
・
市
立
病
院
敷
地
内
）

「
彦
根
市
保
健
セ
ン
タ
ー
」

　
「
彦
根
市
保
健
・
医
療
複
合
施

設
」
に
は
、
３
つ
の
施
設
が
入
り

ま
す
。
今
回
は
「
彦
根
市
保
健
セ

ン
タ
ー
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
彦
根
市
保
健
セ
ン
タ
ー
」で
は
、

乳
幼
児
健
康
診
査
な
ど
の
各
種
健

診
、
健
康
相
談
や
保
健
指
導
、
そ

の
他
の
地
域
保
健
の
推
進
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

保
持
・
増
進
を
図
り
ま
す
。
平
成

26
年
１
月
か
ら
、

健
康
推
進
課

は
こ
の
施
設
内
に
移
転
し
ま
す
。

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の

健
康
診
断

対
象　

被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
つ

父
ま
た
は
母
（
す
で
に
死
亡
し
て

い
る
場
合
も
含
む
）
の
子
で
、
父

ま
た
は
母
の
被
爆
以
後
に
生
ま

れ
、
被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
っ

て
い
な
い
人

実
施
期
間　

平
成
26
年
１
月
６
日

㈪
〜
同
３
月
31
日
㈪　

※
原
則

と
し
て
平
日

受
診
で
き
る
医
療
機
関　
彦
根
市

立
病
院
ほ
か
県
内
９
病
院

申
込
期
間　

11
月
１
日
㈮
〜
同
29

日
㈮

検
査
項
目　

問
診
、
聴
診
、
血
色

素
検
査
、
血
圧
測
定
、
肝
機
能

肝炎ウイルス検診はお済みですか
　
　肝炎ウイルス検診の実施期間は 11月30
日㈯までです。受診を希望する人は、早めに
受診しましょう。
対象（平成26年３月31日時点の年齢が基準）

① 40・45・50・55・60 歳で、過去に彦
根市の肝炎ウイルス検診を受けていない
人（対象者には５月下旬に個別通知しています）

②　①の年齢を除く 41歳以上で、過去に彦
根市の肝炎ウイルス検診を受診していな
い人（受診する日の１週間前までに、 健康推
進課に電話か FAX で申し込んでください）

実施場所　市内の指定医療機関（受診する前
に医療機関へ予約してください）

費用
▶「対象①」は無料
▶「対象②」は 1,000 円（Ｂ

型・Ｃ型肝炎ウイルス検診両方

の場合）

注意事項　受診する際は、受
診票が必要です。受診票がない人は、 健
康推進課にご連絡ください。

　

検
査
な
ど

費
用　

無
料
（
精
密
検
査
費
、
交
通

費
は
除
く
）

そ
の
他　

こ
の
健
康
診
断
を
受
け

て
も
、
被
爆
者
健
康
手
帳
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

湖
東
健

康
福
祉
事
務
所
（
彦
根
保
健
所
）

☎
21-

０
２
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

７
５
４
０
番
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発
行
：
彦
根
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編
集
：
情
報
政
策
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●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
3
0
0
号

（
平
成
2
5
年
1
1
月
1
5
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
4
9
,9
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
1
円（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）で
す
。た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね
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今月の納税 固定資産税（第３期） 12月2日㈪までに納めましょう

※口座振替ではない人で、納付書が届いていなければご連絡ください　問い合わせ先　　税務課☎ 30-6138、FAX22-1398

県
下
最
低
の
投
票
率
！

　

〜
彦
根
市
の
現
状
か
ら
〜

　

４
月
に
市
長
選
挙
、
７
月
に
は
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
を
執
行
し
ま
し
た
。

　

彦
根
市
の
投
票
率
は
、市
長
選
挙
が
41
・

82
％
、参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
45
・
99
％

で
し
た
。
彦
根
市
の
有
権
者
の
半
数
以
上

が
投
票
を
し
て
い
な
い
状
況
と
い
え
ま
す

（
表
１
）。

　

特
に
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
県

内
の
市
町
で
最
も
低
い
投
票
率
と
な
り
ま

し
た
（
表
２
）。

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ

周りの若者にも投票を
呼びかけていきたい

大学生　西田和真さん（20）

　今までに一度投票に
行きましたが、投票立会
人という役割があるこ
とを初めて知りました。
　投票立会人の経験を
通じて、選挙や投票、政
治について関心を持つ
ことができました。また、投票が公正に行われ
ていることも知りました。
　今までは政党について関心がありませんで
したが、多くの政党があることを知りました。
今後、それぞれの活動について関心を持ちたい
です。これからは、周りの若者にも投票を呼び
かけていきたいと思います。

彦
根
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

　

10
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
会
議
で
は
、

特
に
投
票
率
が
低
い
傾
向
に
あ
る
若
い
世

代
へ
の
啓
発
や
、
投
票
者
が
増
え
て
い
る

期
日
前
投
票
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
投
票

率
向
上
に
関
す
る
意
見
が
出
ま
し
た
。

う
な
状
況
を
受
け

て
「
彦
根
市
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会

（
※
）」
で
選
挙
全
般

に
つ
い
て
の
ご
意

見
を
お
聞
き
し
た

り
、「
若
者
選
挙
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
年
層
に
選
挙
へ
の
関
心
を
高

め
て
も
ら
お
う
と
、
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
で
は
、
大
学
生
に
期
日
前
投
票
の
立
会

人
に
な
っ
て
い
た
だ
く
（
下
欄
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
掲
載
）
な
ど
し
て
、
投
票
率
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

選
挙
は
民
主
政
治
の
発
展
の
た
め
欠
く

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。
あ
な
た
の

大
切
な
一
票
を
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
必

ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

※
社
会
教
育
関
係
団
体
や
福
祉
関
係
団
体

な
ど
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先  
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
☎
30-

６
１
３
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

４
５
５
１
番

▲彦根市明るい選挙推進
　協議会の会議の様子

表２　参議院議員通常選挙
　　の県内の市町別投票率

※参議院議員通常選挙の投票率
は、選挙区選挙の数値です。

表 1　参議院議員通常選挙の投票率など

▲開票所の様子


